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国営みちのく杜の湖畔公園（所在地：宮城県川崎町）南地区では、だんだん畑と彩りのひろば大花

壇に植栽した「コキア」が、今年もすくすくと成長しています。

乾燥を好む性質をもつコキアにとって、今年は梅雨時期の雨量が少なく、高温が続いたことから、生育環

境に恵まれ、全体的に丸く、ふっくらとした姿に育っています。

現在は、夏の陽射しに照らされて、鮮やかなライムグリーンの葉が一面に広がり、眩しさを感じさせる光景

が広がっています。だんだん畑（総面積約6,000㎡）には約5,700株、彩りのひろば大花壇には一部に

約1,300株、合計約7,000株のコキアが植栽されており、来園者の目を楽しませています。コキアは、これ

から秋に向けて徐々に紅葉が進み、10月中旬以降には一面が真っ赤に染まります。その鮮やかな風景も、

秋の見どころのひとつです。 移ろう季節のなかで変化するコキアの表情を、ぜひお楽しみください。

資料配信先:宮城県政記者会・東北電力記者クラブ・仙南記者クラブ・山形県政記者クラブ・福島県記者クラブ

問合せ

国営みちのく杜の湖畔公園 みちのく公園管理センター
〒989‐1505宮城県柴田郡川崎町大字小野字二本松53－9

℡ 0224‐84‐5991(代)     Fax 0224‐84‐5992
業務課長 森 洋 広報担当 菅原 利之

写真：2025/7/31撮影

モフモフとした愛らしい姿が魅力

みちのく公園の「コキア」がすくすく成長中！
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南地区 コキアMAP

コキア（品種：ルージュ）

日本では、1000年以上前から栽培されており、昔はこの茎を乾燥させ、「ほうき」を作っていました。実は「とんぶり」
といい、畑のキャビアとして親しまれています。（※当園のコキアは観賞用です。）
秋には鮮やかに紅葉し、秋の名所として親しまれています。

だんだん畑

彩りのひろば
大花壇

紅葉は10月中旬以降(見込)

みちのく公園HP https://michinoku-park.info/


